
はじめに

　斜里川は経済活動が盛んな斜里平野にありなが

ら自然産卵由来のサケ科魚類が非常に多いこと、

付近の川には見られない希少種が生息するなど、

恵まれた環境にある。特に斜里川の象徴種といえ

るイトウは、道東オホーツク地域で唯一再生産が

おこなわれている個体群であり、北海道のイトウ

の保護を考える上で斜里川は非常に重要な河川で

あると言える。

　斜里川を考える会は流域地域における斜里川の

社会的、生態的価値を再確認する機会を多くの人

に提供するべく活動、情報発信を行っている。

２００３年度の活動内容

・イトウ産卵調査

　斜里川におけるイトウの産卵状況を明らかにす

るための調査を行った。当会では２００２年から斜里

川のイトウの産卵状況を調査しているが、これま

での調査で解明された部分は僅かであり、有効な

調査方法についても模索している段階である。

２００３年の調査では春の産卵期間に、調査区間の河

岸をほぼ毎日歩いて目視でイトウ親魚・産卵床を

探査した。調査区間は過去に産卵の情報のある場

所、２００２年の調査で産卵が確認された場所、稚魚

の出現が確認された場所とした。

　調査の結果、２００２年の産卵場所に近い場所で２

例の産卵行動を確認することが出来た。また、そ

の付近にいくつかの産卵床と思われるものを確認

した。しかし、斜里川特有の軽石の多さと早い流

速のために河床の動きが早く、産卵床との確定が

出来ないものが多かった。今後の調査では親魚の

確認に重点をおいた調査を行う必要がある。

　調査を行った支流のうちの一つは９０年代前半の

調査で稚魚が確認され、それまでは確実に産卵が

あった場所であったが、２００３年の調査では産卵床

も稚魚の出現も確認出来なかった。

　確認された状況から、斜里川水系全体で産卵に

参加している雌親魚の数は多くて７匹から１０匹と

予想された。

・イトウ稚魚調査

　産卵域の範囲、及び稚魚の成長と分散を調べる

目的で稚魚調査を行った。稚魚は比較的簡単に採

捕でき、簡便な道具で調査が可能であることから、

多くの会員が調査に参加することが出来た。

　産卵の可能性のある場所付近から下流までに１８

の調査点を設けた。稚魚浮上期にあたる６月下旬

から７月下旬は出来るだけ多くの調査点で、７月

下旬以降は代表的な１１の調査点に絞り採捕を行っ

た。

　調査の結果、稚魚の採集が７月５日頃に集中し

たことから産卵床からの稚魚の浮上はこのころに

集中していたものと考えられる。浮上期の稚魚の

尾叉長は平均３１.０mmで２００２年の３４.０mmよりも小

さかった（図１、表１）。稚魚の捕れる場所は主と

して岸際の水面に張り出した草の陰、岸際のごく

浅く流速の弱い場所、本流に注ぎ込む小支流、本

流から一度離れた（または伏流して再び現われる）

支川などであった。浮上直後には産卵床に近い場

所で多く採捕されたが、８月以降は他のより環境

の良い調査点に偏って採捕され、稚魚が良い環境

を求めて移動した、または良い環境に入りこんだ
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稚魚のみが生き残っていることが示唆された。

　２００３年、２００２年の結果のうち捕獲努力量が同程

度のものを比べると、ほぼ全期間において２００３年

の採捕数が少ない結果となった（図２、表２）。こ

のことから、２００３年春の産卵が少なかった可能性、

孵化率が悪かった可能性などが考えられる。一方

で稚魚の浮上期に、上流に完成したダムの初めて

の試験放水があり、これによる浮上期の長期間の

増水、生息環境の破壊などが大量減耗を起こした

可能性もあると考えられる。

　浮上からおよそ３０日後の時点で２００３年の稚魚が

３６.３mm、２００２年が４５.９mmであり、２００３年稚魚の

初期成長は２００２年に比べて遅かった。成長不良の

要因として、低水温による影響やダムからの断続

的な放水による環境の変化などが考えられる。

　２００３年の調査では、しばしば１歳魚が採捕され

た。２００２年の調査では全く採捕されなかったこと

から、２００１年生まれに比べて２００２生まれの稚魚の

生き残りが優秀であったことが示唆された。今後、

２００４年の調査での１歳魚の採れ方が注目される。

・生息魚類調査

　斜里川に生息する生物相、特に魚類に重点をお

いて季節、場所を替えて調査を行った。調査方法

は、地点ごとにタモ網を使用して１５分間の採集努

力を行い、採集された魚の種類と数を記録する方

法で行った。簡単な道具で多くの人が参加できる

こと、川遊び感覚で子供から大人まで熱中できる

ことから、多くの参加者が楽しめる調査であった。

多人数が参加する調査は５月と７月に、他の季節

にも少人数で随時調査を行った。その結果、これ

まで斜里川で生息の確認されていなかったドジョ

ウの生息が確認できたこと、過去に生息情報はあ

るが近年は生息情報の無かったヤチウグイ、ニホ

ンザリガニ（ザリガニ）、カワシンジュガイの生息

が確認されたことなどの成果があった（表３）。斜

里川は流路延長５４.５kmであり、上流域から下流域

までを１時間程度で移動することが出来る。上流

ではサケ科魚類が多く採集されるが種類数は少な

いこと、下流ではハゼ科魚類など上流域では見ら

れない種が採集できること、水の冷たさや風景の

違いなどを一日の調査で体験することができるこ

とは中規模河川ならではの利点であろう。

・水温調査について

　斜里川本支流の代表的な４地点に水温計を設置

し、２００３年４月以降の水温を１時間毎に計測記録

した。

　１日の水温のピークは下流ほど遅い時間にある

こと、年間水温を比べると湧水の多い上流は夏と

冬の水温差が小さいこと、など興味深い結果を得

ることが出来た。川の生き物の調査を行う上で、

水温は欠かすことの出来ない基礎情報であり、長

期的な視点で見れば河川環境の変化と水温の変化

の関係も注目される。水温の計測は今後も引き続

き行っていきたい。

・観察会、博物館実習への協力

　８ 月２３日に当会主催のサクラマス観察会を実

施し、７月２６日には博物館行事「夏休み体験講座

２００３川の生き物観察会」等への協力を行った。

　サクラマス観察会は上流の産卵域での産卵行動

の観察を行った。参加者の多くは斜里川の流域に

住んでいたり、釣りなどで斜里川をよく歩く人で

あったが、殆どの人がサクラマスの産卵行動を観

察するのは初めてで、身近な川で簡単に産卵行動

を観察できることへの驚きや、普段食卓にのぼる

魚の知らなかった一面を発見していたようであっ

た。また、上流域に多く存在する堰堤がサクラマ

スの遡上を妨げている実態などを確認することも

出来た。

　博物館行事「夏休み体験講座２００３川の生き物観

察会」は小学生を対象としたものであるが、始め

て川遊びをするといった子供たちが多かった。始
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めのうちこそ恐る恐る魚に触れていた子たちも、

数時間も川にいるうちにタモ網を自由自在に使え

るようになり、魚を追い掛け回すのに夢中になっ

ていた。北海道の子供は川での遊びを知らないと

言われるが、機会さえあれば川遊びの楽しさを知

ることが出来るものであり、今後もこのような機

会があれば積極的に協力していきたい。

・講演会、調査結果報告会開催

　２月２１日には２００３年イトウ調査の結果報告会を

会員向けに開催した。

　３月２０日に講師お二人を迎えて、講演会「ふる

さとの川が危ない！現代の川が抱える問題を考え

る」を開催した。

　内容は講演１として、斜里川や知床の川で大き

な問題となっている砂防ダム等の河川横断構造物

が魚類に与える影響について、独立行政法人水産

総合研究センター北海道地区水産研究所、森田健

太郎氏に、さらに講演２として、斜里川でも何か

と話題になっている外来種のうち、ウチダザリガ

ニの生態、侵入経緯、問題点について日本ザリガ

ニ調査グループ斎藤和範氏にお話ししていただい

た。近年話題の多い事柄でもあり流域内外から４７

名の参加者を集めて開催することが出来た。地域

住民に河川環境への関心を持ってもらうこと、研

究者から最新の情報を得ること等の目的を果たす

ことが出来た。

おわりに

　当会は発足間もない、運営体制も脆弱な会であ

るが、２００３年の活動においてタカラハーモニスト

ファンドから助成を頂いた事は大きな弾みになっ

た。

　これまでの調査で斜里川の河川環境とそこに生

息する生き物についての知見が蓄積されつつある。

また、各種行事やホームページなどを通じて地元

においては会の活動が少しずつ認知されつつある。

今後も当会では「豊かな斜里川」を次の世代まで

引き継いかれることを目標に活動を続けていきた

い。
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２００４年２月２１日　勉強会資料



60 斜里川の河川環境保全、特にイトウの産卵産卵環境の解明と保全



61斜里川の河川環境保全、特にイトウの産卵産卵環境の解明と保全



62 斜里川の河川環境保全、特にイトウの産卵産卵環境の解明と保全



63斜里川の河川環境保全、特にイトウの産卵産卵環境の解明と保全



64 斜里川の河川環境保全、特にイトウの産卵産卵環境の解明と保全



65斜里川の河川環境保全、特にイトウの産卵産卵環境の解明と保全



66 斜里川の河川環境保全、特にイトウの産卵産卵環境の解明と保全

２月２１日　勉強会



67斜里川の河川環境保全、特にイトウの産卵産卵環境の解明と保全



68 斜里川の河川環境保全、特にイトウの産卵産卵環境の解明と保全

２００４年３月２０日　講演会資料
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